
MST 分析事例集

農業・食品分野に関連する分析事例を掲載しております





概　要

製剤中の農薬原体、無機成分の分布を可視化できます。

製剤中農薬原体のイメージング分析

Ba

概 要

データ

測定法  ：TOF-SIMS
対象分野 ：農業・環境・医薬品
分析目的  ：組成評価・同定・組成分布評価

TOF-SIMSは成分を分子イオンの質量から同定するため、蛍光物質などの標識をせずに
イメージング分析が可能です。また、有機成分だけではなく、無機成分も測定することに
より、農薬原体だけでなく、製剤に混合させる鉱物質もイメージングすることが出来ます。
今回、製剤中の農薬原体や無機成分を可視化しました。製剤Aは農薬原体が製剤に広く
分布していたのに対し、製剤Bでは農薬原体は局在していました。また、無機成分の検出
強度に違いがあるため混合している鉱物質が異なることが考えられます。

■農薬原体の分布
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■無機成分の分布
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TOF-SIMSにより農薬原体（有機成分）、鉱物質（無機成分）を同時分析可能



概　要

LC/MSによる定性分析、HPLCによる定量分析事例

機能性成分グルコシドセラミドの分析評価

Ba

概 要

データ

測定法  ：HPLC・LC/MS
製品分野 ：食品・化粧品
分析目的 ：製品調査・組成評価・同定・定量

糖脂質の一つであるグルコシルセラミド(植物セラミド)は保湿効果やアトピー性皮膚炎
に対する改善効果が報告されており、美容分野において注目を集めている成分です。グ
ルコシルセラミドは植物によって主成分の構造が異なっていますが、LC/MSを用いて定
性分析することが可能です。また、グルコシルセラミドは同じ植物の由来であっても複数
の分子種を有しているため、蒸発光散乱検出器（ELSD）を用いることで高精度に定量分
析を行うことが可能です。
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図1　グルコシルセラミド主成分選択イオンモニタリング
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図2　コメ由来グルコシルセラミドのHPLC-ELSD分析 図3　コメ由来グルコシルセラミド検量線






